
つながる・生まれる・多世代交流の輪

大学生からフレッシュなアイデアと元気をたくさんもらい、
今年の企画には新しい風が吹きます！

（企画委員長　小林 恵理子さん）

作り方の出典：厚生労働省ホームページ
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【市民のチカラまつり】　申し込みが必要なイベントなどは、広報あびこ9月1日号・16日号でお知らせします。
皆さんの参加をお待ちしています。

　市民協働推進課・内線488、市民活動ステーション☎7165－4370

　多世代で楽しめるイベントにするた
め、若い世代の企画委員と、子育て・
シニア世代が多い市民活動団体で、交
流の場を持ちました。少人数で、リラッ
クスした雰囲気で自由に話し合うワールドカフェ
の手法で、気軽に意見交換ができました。

COMMUNICATION

INFORMATION

①【お祭り部門（体験型・販売・ステージ）】…段ボール
で街作り、環境缶バッジ作り、子ども案内人と街歩き、
おにぎりワークショップ、ユニバーサルスポーツなど
※午後7時～8時30分ウクライナチャリティーコンサート

②【企画部門（講演会・ワークショップ）】…子どもと
のコミュニケーション方法、学校や社会になじめない
若者の支援、避難所について考える上映会・パネル
ディスカッションなど

普段は交流の機会がない年上の世代の方に自分の話を
するのは、緊張や不安もありましたが、想像以上に楽
しく、自分の中でもたくさんの発見がありました。

高齢の方が多くて緊張しましたが、たくさん話ができ
てとても楽しく過ごせました。皆さんには長年の経験
からさまざまな言葉をいただき、市民のチカラまつり
をより良いものにしたい気持ちが強まりました。

昨年の「段ボールで秘密基地」では、滑り台や
迷路など、夢のある基地がたくさん出来上が
り、子どもたちの笑顔が印象的でした。

それぞれの年代で悩みがあると感じました。市民のチ
カラまつりでは、さまざまな人の立場に立って、支え
合うための一歩を考えたいと思います！

　市民と市民活動団体が交流し、市民活動に関わるきっかけ
づくりの場となる「まちづくり交流イベント」です。
　今年は企画委員会に大学生が参加し、子どもも参加できる
「お祭り部門」、地域のさまざまな課題を考える講演会・パネ
ルディスカッションなどの「企画部門」を実施します。　　
　市民のチカラまつりを通して、幅広い世代に市民活動に興
味を持っていただき、市民が楽しみながらまちづくりに参加
できるように取り組んでいます。

CONCEPT

EVENT

今年の目玉企画はこれ！「こんな街になった
らすてきだな」という思いを段ボールで作り
上げます！

今年は、子どもからシニアまでの多世代で考
える企画です。皆さんの参加とアイデアをお
待ちしています！

　詳しくは市民
活動ステーショ
ンホームページ
(QRコード参照)
をご覧ください。

①9月24日㈯②25日㈰午前9時30分～午後4時30分 けやきプラザ、けやきプラザ前広場、
アビシルベ

▲昨年の企画「段ボールで秘密基地」
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今年の取り組みを
企画委員の私たちが
紹介します！

新型コロナウイルス感染症
感染対策の徹底を
お願いします

●状況に応じたマスク着用　●3密回避
●こまめな手洗い　●効果的な換気

など

～市民のチカラまつり2022の開催に向けて～

https://abikosks.org/topics/ivent/festival
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